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  「トホホ日記」～戦前生活編～ 
 

 

人もすなる読書といふものを、インコもしてみむとて、するなり。 

それの年（2011 年) の睦月の二十日あまり一日の戌の時に書を求むるなり。 

そのよし、いさゝかインコ通信に書きつく。 

 

というわけで『神国日本のトンデモ決戦生活』（早川タダノリ著・合同出版）を読むなり。 

この本は「戦時中の政府や軍や知識人が繰り出した『トンデモ』言論の数々を、実物写真にもとづい

て紹介」（解説）したもので、「世論誘導的な“仕掛け”や時局迎合的な姿勢は、なにも当時に限ったこと

ではなく、現在においても巨大メディア産業や広告代理店などによって繰り返されていると言わざるを得

ません。まさに『スペクタル社会』に生きる私たちにとって、いまだ総動員体制は終わってはいないという

ことを、ひしひしと感じます」（あとがき）。 

 

靖国神社を舞台にした様々な行事から、極楽浄土へ行く者は国賊だぁ、 

サイパン玉砕を「愉快なことじゃ」と喜んだ右翼の巨魁・頭山満翁の話まで 

とんでも言説も満載！ サイキック戦争心眼お台所戦争に、台所の武装化、 

決戦型ブラウスに必勝防空寝間着、ナゾの決戦盆踊り…おっと『婦人倶部』 

ではケシの栽培からアヘンの作り方と買い取り場所の説明が… 

抱腹絶倒、七転び八起きで八転び、脳が捻転して呆れかえって 

嘆息するしかない衝撃の事実…の詳細は本書を読んでたも… 

 

東亜交通社（現JTB）の『旅-旅行指導雑誌』の写真を見ると列車内はゴミの山。

大日本帝国臣民は席を譲らず、ゴミはポイ捨て…修身だの道徳だのに力を注いできたのにこの体たら

く！ 

 

まったく今時の若者は非常識でいかん！  

小学生には「大東亜戦争と小国民の常識」（昭和 18 年、華陽堂書店）を読ませるのじゃ。 

 

問 見知らぬ人から国家の秘密に関するような事を聞かれた場合どうしますか。 

答 見知らぬ人から一寸不審と思われることを尋ねられた場合、決して正しい 

答えをしないで、すぐ附近の交番なり人に知らせます。 

 

さっすが大日本帝国の小学生！ 国家機密も知ってます！？ 

小学生相手に道を尋ねるかのように国家機密を尋ねるのはショッカーか？！ 

小学生を誘拐したり幼稚園バスをジャックしたりと、世界征服を企む悪の秘密組織 

にしてはやることがせこいからなぁ。 

そういえば、この本には「妄想世界地図」も掲載されているが、この地図などは、実は、首領をはじめ

ゾル大佐や死神博士に地獄大使が持っていたのではないかと推測されるのでおじゃる。 

 

  さて、小学生も防諜活動に勤しむとなると「皇国ヒステリーを昂じさせたオヤジ」などが、正月の晴れ

着にまでいちゃもんつけるのは当然のなりゆきであります。  



 

 

 お国のためじゃ。非常時じゃ。高所大局にモノをみるのじゃ。市民参加はよいことじゃ。あなたの発言

にはむかつくんですよね。反省しているんですか。自分のやったことをよく見つめ直してください。 

 

そして出ました高村光太郎の詩集。 

 時局詩集『おぢさんの詩』（昭和 18年、太陽出版社）、高村おぢさんの詩は市井の一隅に輝く護国の

乙女までが戦争への決意を込めているのだという大きな効果を醸し出しているのであります。 

  

   尐女の思える 
今夜は尐し風が出て冷えます。   

今夜はさきほど録音放送で   

病を押しての総理大臣の力強い 

議会でなされた演説をききました。  

きいていゐうち涙が流れてきました。 

わたくしはいまだ女学校の生徒に過ぎず、  

政治の事などよく分かりませんが、 

それでもこの日本に尐女と生まれた身が   

今何を考え何を為さなければいけないのか、 

それが身にしみて分かりました。 

わたくし達民草の必ず為遂げねばならぬ   

あのかがやかしい又重い任務に、  

わたくしも亦小さなまごころをかけて   

おぼけなくも参加出来ることに泣きました。 

わたくしはささやかな飲食店の娘ですが   

今年は女学校を卒業します。 

わたいくしはもう迷ひません。 

今の世に生まれた身の生きがひが   

どんなわたくしの行く道をもうつくしくします。 

  

  インコの思える 

今夜は尐し風が出て冷えます。   

今夜はさきほどテレビで裁判員経験者の 

苦渋に満ちた涙ながらの記者会見を見ました。 

みているうち涙が流れてきました。 

わたくしはいまだインコの身に過ぎず、 

司法の事はよくわかりませんが、 

それでもこの国の裁判がとんでもない方向に行っていること、 

今すぐに制度を廃止しなければ、そのために何を為さねばいけないのか 

それが身にしみてわかっていました。 

わたくし達は 5月 20 日の集会とデモを必ず成功させねばならぬ 

あの輝かしいデモの先頭を歩くというまた重い任務に、 

インコのまた大きな決意を込めて 

しっかりと参加できるように毛繕いしています。 

インコは鳥の身に過ぎませんが、 

インコのお山から制度廃止の決意を持ってきています。 

インコに迷いはありません。 

裁判員制度はいらない！大運動に参加する生きがいが 

どんなインコの飛ぶ空をも明るくします。   

 

うううっ書いているうちに鳥肌が立ってきた！ 本当に今夜は詩も寒い！！ 


